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４ 令和元年中における山岳遭難発生状況 

(1) 月別発生状況 

 
月別の発生件数では、８月が 51件(34.7％)と最も多く、次いで７月の 29件(19.7％)、

９月の 21 件(14.3％)、10 月の 16 件(10.9％）の順であった。 

シーズン別では、夏山(７月～８月)が 80 件(54.4％)、遭難者数 84 人(53.5％)で最

も多く、次いで秋山(９月～11 月)が 39 件(26.5％)、遭難者数 39 人(24.8％)であった。 
 

行 方

不 明 者

１月 0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

２月 0 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

３月 1 2 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 0 ( 0 ) 1 ( 0 )

４月 6 6 ( 3 ) 2 ( 2 ) 0 2 ( 0 ) 2 ( 1 )

５月 14 17 ( 1 ) 2 ( 0 ) 0 8 ( 0 ) 7 ( 1 )

６月 6 6 ( 1 ) 2 ( 1 ) 0 3 ( 0 ) 1 ( 0 )

７月 29 33 ( 4 ) 1 ( 0 ) 1 17 ( 0 ) 14 ( 4 )

８月 51 51 ( 16 ) 3 ( 1 ) 0 28 ( 0 ) 20 ( 15 )

９月 21 21 ( 3 ) 1 ( 0 ) 0 13 ( 0 ) 7 ( 3 )

10月 16 16 ( 1 ) 6 ( 0 ) 1 8 ( 1 ) 1 ( 0 )

11月 2 2 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 1 ( 0 ) 0 ( 0 )

12月 1 3 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 1 ( 0 ) 1 ( 0 )

計 147 157 ( 29 ) 19 ( 4 ) 3 81 ( 1 ) 54 ( 24 )

死者 負傷者 無事救出
発 生

件 数
遭難者数

 
                                 （ ）は病人で内数 
 

(2) 山域別遭難者数 

 
立山及び剱岳方面の遭難者数が 89 人で、全体の半数以上(56.7％)を占めた。 
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(3) 警察署別発生状況 

 
立山及び剱岳を管轄する上市警察署が 92 件(62.6％)、100 人(63.7％) で最も多く、

次いで薬師岳及び黒部川源流地帯を管轄する富山南警察署が 33 件(22.4％)、33 人

(21.0％)であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 場所別遭難者数 
 

登山道が87人（55.4％）と最も多く、次いで雪渓・雪面が22人（14.0％）であった。 
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  (5) 態様別遭難者数 
転倒が40人(25.5％)と最も多く、次いで発病29人(18.5％)、滑落20人(12.7％)、

道迷い 11 人(7.0％)の順であった。 
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(6) 年齢・男女別遭難者数 

    40 歳以上の中高年者が 125 人と全体の 79.6％を占めるとともに、60 歳以上が 75

人と全体の 47.8％を占めた。 

 

性別 死亡 行方不明 重傷 軽傷 無事救出 小計 合計 構成率

男性 0 0 0 0 6 6

女性 1 0 0 0 2 3

男性 0 0 5 0 3 8

女性 0 0 0 1 2 3

男性 2 1 3 2 2 10

女性 0 0 0 1 1 2

男性 3 1 6 4 4 18

女性 1 0 5 0 4 10

男性 2 0 5 1 5 13

女性 0 0 6 2 1 9

男性 2 0 7 6 8 23

女性 2 0 7 2 4 15

男性 5 1 6 5 7 24

女性 1 0 2 5 5 13

14 3 32 18 35 102 102 65.0%

5 0 20 11 19 55 55 35.0%

19 3 52 29 54 157 157 100.0%

70歳以上 37

男性計

女性計

合計

40歳以上
49歳以下

28

50歳以上
59歳以下

22

60歳以上
69歳以下

38

19歳以下 9

20歳以上
29歳以下

11

30歳以上
39歳以下

12

23.6%

5.7%

7.0%

7.6%

17.8%

14.0%

24.2%

 

(人) 
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(7) 目的別遭難者数 
登山目的が132人と全体の84.1％を占めた。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 居住地別遭難者数 
富山県が25人(15.9％)と最も多く、次いで東京都の23人（14.6％）、大阪府の15人

（9.6％）の順であった。 
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( )

単独 50 ( 31.8% ) 13 2 26 9
２人 43 ( 27.4% ) 4 0 22 17
３人 20 ( 12.7% ) 1 1 8 10
４人 13 ( 8.3% ) 0 0 8 5
５人 6 ( 3.8% ) 0 0 3 3

６～９人 14 ( 8.9% ) 1 0 8 5
10人以上 11 ( 7.0% ) 0 0 6 5

合計 157 ( 100.0% ) 19 3 81 54

遭難者数 構成率
死者 行方不明者 負傷者 無事救出

(９) 職業別遭難者数 

( )

公務員 7 ( 4.5% ) 0 0 4 3

教職員 3 ( 1.9% ) 0 0 0 3

会社員等 57 ( 36.3% ) 9 1 35 12

団体職員 8 ( 5.1% ) 0 1 4 3

自営業 7 ( 4.5% ) 0 0 2 5

医療関係 2 ( 1.3% ) 0 0 1 1

無職 43 ( 27.4% ) 7 1 20 15

学生 4 ( 2.5% ) 0 0 3 1

小中学生 6 ( 3.8% ) 0 0 0 6

その他 19 ( 12.1% ) 2 0 12 5

不明 1 ( 0.6% ) 1 0 0 0

合計 157 ( 100.0% ) 19 3 81 54

遭難者数
死者 行方不明者 負傷者 無事救出

構成率

 

 

(10) 登山届提出状況 

 

 

 
 
 

(11)  遭難者の山岳会等所属別状況 

( )

未組織登山者等 118 ( 75.2% ) 15 2 62 39
社会人山岳会 22 ( 14.0% ) 4 1 11 6
その他の団体 6 ( 3.8% ) 0 0 1 5
大学山岳部 3 ( 1.9% ) 0 0 2 1
ツアー登山 6 ( 3.8% ) 0 0 5 1
ガイド登山 2 ( 1.3% ) 0 0 0 2

合計 157 ( 100.0% ) 19 3 81 54

遭難者数 構成率
死者 行方不明者 負傷者 無事救出

 

 

(12) 遭難者のパーティー別状況 

 

 

 

登山届 遭難者数 ( 構成率 )

提出あり 98 ( 62.4% )
提出なし 59 ( 37.6% )

合計 157 ( 100.0% )
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５ 救助隊の月別出動状況 

 

山岳警備隊員を始めとする警察の出動人員は、947 人（67.1％）で、前年比 58 人増加

した。消防等の出動人員は、449人（31.8％）で、前年よりも97人増加した。 

 

 

 

 

延べ出動日数 延べ出動人員 

 

山岳警備隊等

警察官 

山岳警備 

協力隊等 
消防等 

令和元年 180 1,411 947 15 449 

平成 30 年 153 1,270 889 29 352 

増減 ＋27 ＋141 +58 -14 ＋97 
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警察ヘリ 消防防災ヘリ 他所属ヘリ

６ ヘリコプターの出動状況 

 

   147 件中 99 件の遭難に出動し、警察ヘリが 69 回、消防防災ヘリが 46 回、他所属ヘ

リが６回飛行し、救助等人数は 103 人であった。 

 

区 分 出動件数 飛行回数 

 

救助等 
人数 救助等 捜 索 輸 送 

警 察 ヘ リ 57 69 55 16 ０ 60 

消防防災ヘリ 40 46 39 7 ０ 39 

他 所 属 ヘ リ ５ ６ ４ ２ ０ ４ 

計  102※ 121 98 25 ０ 103 

※ 出動件数は 99 件だが、内重複して出動した同一の事故が２件あり、出動件数の合計は 102 件となっている。 

※ その他のヘリ飛行回数は長野県警ヘリ４回、福井県防災ヘリ２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県警ヘリ「つるぎ」 
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７ 山岳情報の利用状況 

 

富山県山岳遭難対策協議会のホームページ「立山室堂山岳スキー情報」において、

４、５、11 月には毎日気象情報及び雪崩情報を提供した結果、計 267,312 回の利用が

あった。 
また、富山県警察のホームページでは、山岳情報（春山２回、夏山６回、秋山４回、

冬山２回、その他１回）を提供した結果、計 72,893 回の利用があった。 

 

 

８ 山岳診療所の開設状況 

 

   山岳地帯における救護活動を行うため、次の診療所が開設された。 

名  称 所 在 地 診 療 主 体  開 設 期 間 

立山診療所 室堂立山センター内 

金沢大学医学部 
（十全山岳会) 

富山県立中央病院 

（夏期のみ) 

５月 １日～５月 ６日 
７月 16 日～８月 31 日 

雷鳥沢診療所 雷鳥沢野営管理所内 金沢大学医学部 
（十全山岳会) ７月 20 日～８月 25 日 

剱沢診療所 剱沢野営管理所内 金沢大学医学部 
（十全山岳会) ７月 21 日～８月 24 日 

太郎平診療所 太 郎 平 小 屋 内 日本医科大学 ７月 20 日～８月 20 日 

三俣診療所 三 俣 山 荘 内 岡山大学医学部 
香川大学医学部 ７月 24 日～８月 24 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

室堂ターミナル屋上での山岳遭難防止キャンペーン 
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10 立山室堂地区における山岳スキー等の遭難防止対策について 
 

平成 25 年 11 月に立山連峰の真砂岳で発生し、死者 7 人を出した雪崩事故を受け、平

成 26 年４月に「富山県立山室堂地区山岳スキー等安全指導要綱」が施行された。以後、

対象期間中（４月、５月、11 月）に立山室堂地区へ入山する登山者やスキーヤー等に対

して、以下の遭難防止に関する取り組みを継続している。 

令和元年は、Ｇ.Ｗ.期間中の大型連休の影響等により、入山届件数・人数ともに過去

最多となった。 
 
（１）入山届の受理 

・ 室堂ターミナル内の入山安全相談窓口と立山駅の臨時窓口に入山指導員を常駐さ

せ、入山届の受理及び安全指導を行った。 

・ オンライン登山届「コンパス」のシステム改修を行い、令和元年から「コンパス」

での入山届提出が可能になった。 

（２）適切な情報発信と現地指導の強化 

・ 室堂周辺における気象情報及び雪崩情報、その他入山に際し注意が必要な情報等を

提供した(専用ホームページにも掲載）。 

・ 立山地区雪崩安全対策研究会が、雪崩情報の発信に関する検討を行った。 

（３）ビーコン等必要装備携行の指導及びビーコン不携帯者への貸出（有償） 

（４）山岳保険加入の推奨 

 

「富山県立山室堂地区山岳スキー等安全指導要綱」の概要 

１ 施行年月日  平成 26 年４月 16 日 

 ２ 適 用 期 間  ４月１日から５月 31日まで及び 11月１日から同月 30日までの

期間のうち、毎年度知事が定める期間 

３ 適 用 区 域  立山室堂地区 
 

＜入山届の受理状況及び雪崩ビーコン貸出台数＞ 

期 間 
４/中(適用 

開始)～GW 前 ＧＷ中※ 
GW 後 

～５/31 春山小計 11 月 合 計 

令 
和 
元 
年 

件 数 575 1,120 976 2,671 941 3,612 

人 数 1,592 2,629 1,983 6204 1,862 8,066 

ﾋﾞｰｺﾝ貸出 9 80 4 93 3 96 

平 
成 
30 
年 

件 数 633 870 758 2,261 592 2,853 

人 数 1,455 1,902 1,667 5,024 1,258 6,282 

ﾋﾞｰｺﾝ貸出 12 19 7 38 3 41 

平 
成 
29 
年 

件 数 689 884 813 2,386 604 2,990 

人 数 1,570 1,975 2,096 5,641 1,533 7,174 

ﾋﾞｰｺﾝ貸出 13 60 0 73 4 77 

平 
成 
28 
年 

件 数 526 782 584 1,892 504 2,396 

人 数 1,349 1,874 1,365 4,588 1,161 5,749 

ﾋﾞｰｺﾝ貸出 18 11 3 32 5 37 

平 
成 
27 
年 

件 数 682 764 602 2,048 300 2,348 

人 数 1,517 1,725 1,489 4,731 764 5,495 

ﾋﾞｰｺﾝ貸出 25 21 0 46 1 47 

※ ゴールデンウィークは、原則４月 29 日から５月７日までの期間とする。 

          ただし、期間前後が週末の場合などは、期間を若干延長して計上する。 
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(１) 富山県立山室堂地区山岳スキー等安全指導要綱（平成 26 年富山県告示第 225 号） 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、立山室堂地区において山岳スキー、スノーボード、登山等（次条第２項及び

第３条第３項において「山岳スキー等」という。）を行う者の入山届の提出その他安全の確保に

関し必要な事項を定めることにより、山岳遭難の防止及び遭難者の迅速かつ円滑な救助に寄与す

ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「立山室堂地区」とは、別表第１項に規定する区域をいう。 

２ この要綱において「入山」とは、４月１日から５月 31 日まで及び１１月１日から同月３０日まで

の期間のうち、毎年度知事が定める期間において、山岳スキー等を行うために、室堂ターミナル

を経て立山室堂地区（別表第２項に規定する区域を除く。）に立ち入ることをいう。 

３ この要綱において「入山者」とは、入山をする者（当該入山について、富山県登山届出条例（昭

和４１年富山県条例第２２号）第４条第１項の規定による登山届を提出した者を除く。）をいう。 

（入山届の提出） 

第３条 入山者は、次に掲げる事項を記載した入山届（別記様式）を知事に提出するものとする。 

(1) 住所、氏名、性別及び年齢 

(2) 入山の目的 

(3) 緊急時における連絡先 

(4) 雪崩ビーコン（雪崩に埋まった人の位置を探知するために電波を発信し、及び受信する機能

を有する機器をいう｡以下同じ。）その他の装備の携帯の有無 

(5) 山岳保険（山岳遭難捜索費用に充てるための保険をいう。以下同じ。）の加入又は未加入の

別 

(6) 行程及び日程 

(7) 日程中の行動の概要及び宿泊先 

(8) その他知事が定める事項 

２ 前項の入山届は、入山者が集団で行動する場合は、代表者が提出することができる。 

３ 第１項の規定による入山届の提出は、山岳スキー等を行う前に、室堂ターミナル内において行

うものとする。 

４ 知事は、第１項の入山届に記載された情報を警察その他救助、山岳遭難の防止又は遭難者の救

助若しくは医療のために医療等に関係する者に対し、必要な限度で提供することができる。 

（入山者の遵守事項） 

第４条 入山者は、次に掲げる事項を遵守するものとする。 

(1) 雪崩、滑落、天候の急変その他山岳遭難の危険を予防するため、自己及び他の入山者の安全

に十分に配慮して行動すること。 

(2) 雪崩ビーコンその他の適切な装備を携帯すること。 
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(２)  入山届様式 

 

別記様式（第３条関係） 

入  山  届 

年  月  日 

富山県知事  殿 

        

   富山県立山室堂地区山岳スキー等安全指導要綱第３条第 1項の規定により、次のとおり入山

届を提出します。 

   また、その内容を警察その他遭難者の救助、医療等に関係する者に対し、必要な限度で情報

提供することを承諾します。 
 

グ ル ー プ 名 、 

入山者を代表す 

る者の住所、氏 

名、性別、年齢 

及び携帯電話番 

号、緊急時の連 

絡先、装備並び 

に山岳保険加入 

の有無 

グループ名 装備(携帯 

しているも 

のに○) 

山岳保険の加入 
住所 

氏名             男・女 

（  歳） 雪崩ビーコン 

ショベル 

プローブ 

（ゾンデ棒） 

ツェルト 

有 

保険会社等の名称 

(      ) 携帯電話番号 

緊急時連絡先（電話番号       ） 

氏名        本人との関係 無 

入 山 の 目 的 

(該当するものに○) 
スキー・スノーボード・登山・写真撮影・その他（      ） 

入 山 期 間   年  月  日から   月  日まで 

行    程 
 

日 

程 

及 

び 

行 

動 

の 

概 

要 

行 動 日 当 日 の 行 動 の 概 要 宿  泊  先 

月  日 
  

 
 

月  日 
  

 
 

月  日 
 

  
 

月  日 
 

  
 

月  日 
 

  
 

月  日 
 

 
 

備考 

１ タンボ平、内蔵助カール、御山谷等の立山室堂地区外の区域においてスキー、スノーボー

ド、登山等をされる場合も、帰路につくまでの全行程について記入してください。 

２ 緊急時連絡先は、入山者以外で連絡がとれる人の氏名及び連絡先を記入してください。 

３ 日程及び行動の概要の欄は、コース等をできるだけ詳しく記入してください。 

－ 29 －



 

 

 
 
 

－ 30 －



- 31 - 

 

１１ 遭難防止対策等推進状況 

 

   平成31年１月から令和元年12月に実施した遭難防止対策等の事業は、次のとおりである。 

    （以下、遭難対策協議会を「遭対協」という。） 

月 項   目 内    容 

１

月 

 冬山遭難防止活動の推進 

（12月23日～１月６日） 

登山指導員及び山岳警備隊員が馬場島において、遭難防

止活動を実施          【防止対策部・救助部】 

 冬山遭難救助ミニ訓練の実施 

（24日～28日） 

 山岳警備隊員24人が５班に分かれて剱岳及び五龍岳一帯

において遭難救助訓練を実施         【救助部】 

２

月 

 合同遭難救助訓練の実施（22日）  立山・剱岳方面遭対協救助隊員19人と山岳警備隊員13人

が合同で、山野スポーツセンターにおいて遭難救助訓練を

実施                    【救助部】 

 積雪期山岳遭難救助訓練の実施

（27日～３月８日） 

 山岳警備隊員24人が３班に分かれて剱岳、赤谷山一帯に

おいて遭難救助訓練を実施          【救助部】 

３

月 

 合同遭難救助訓練の実施 

（９日～10日） 

 朝日岳方面遭対協救助隊員10人及び山岳警備隊員３人が合

同で、南保富士周辺において遭難救助訓練を実施 【救助部】 

「山巓」の発刊（15日）  県遭対協が山岳遭難防止活動に関する白書「山巓」800

部を関係機関に配布 

立山地区雪崩安全対策研究会の開

催（15日） 

 雪氷学者、山岳ガイド等の有識者による研究会を開催し立

山室堂地区での雪崩安全対策について協議 【防止対策部】 

 室堂平周辺積雪期利用適正化協

議会の開催（20日） 

 室堂平周辺積雪期利用適正化協議会を開催、山小屋、交

通機関、山岳関係者と遭難防止対策を協議 

 春山情報の提供（31日）  春山情報第１号を提供            【救助部】 

４

月 

 国立登山研修所主催研修会の開

催を周知（１日） 

 県内の公立小中学校、県立学校等に対し、登山研修所主

催研修会を通知し参加を促す       【防止指導部】 

 山岳遭難救助訓練の実施（９日）  山岳警備隊員28人が、国立登山研修所において遭難救助

訓練を実施                 【救助部】 

 朝日岳方面遭対協総会の開催（10日）  朝日岳方面遭対協が、朝日町役場において総会を開催 

 登山指導員の配置（15日）  立山黒部アルペンルートの全線開通に伴い、立山室堂に

登山指導員を配置            【防止対策部】 

 富山県立山室堂地区山岳スキー

等安全指導要綱に基づく安全対策

事業実施（15日～５月31日） 

 富山県立山室堂地区山岳スキー等安全指導要綱により、室

堂ターミナル内に「入山安全相談窓口」を設置し、入山指導

員を常駐させて入山届受理と入山指導を実施 【防止対策部】 

 中学校、高等学校における運動部

活動の事故防止指導の実施（16日） 

県内の小・中・高校・特別支援学校に対し、「 学校にお

ける体育活動中（含む運動部活動）の事故防止等について」

に基づく事故防止指導を実施       【防止指導部】 

 春山情報の提供（26日） 春山情報第２号を提供           【救助部】 

 春山遭難防止活動及び救助活動

の推進（28日～５月６日） 

 連休期間中、各方面遭対協、山小屋、交通機関等の関係

者と連携し、遭難防止活動及び救助活動を実施 

５

月 

 登山指導員の配置（３日～６日）  馬場島に登山指導員を配置       【防止対策部】 

 国立登山研修所主催研修会の開

催を周知（８日） 

 県内の公立小中学校、県立学校等に対し、登山研修所主

催研修会を通知し参加を促す       【防止指導部】 
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５

月 

 学校における集団登山の事故防

止指導の実施（13日） 

 県内の小・中・高校・特別支援学校に対し、「学校にお

ける安全な集団登山の実施について」に基づく事故防止指

導を実施                【防止指導部】 

 宇奈月方面遭対協総会の開催 

（21日） 

 宇奈月方面遭対協が、宇奈月友学館において総会を開催 

 学校登山における登山用ヘルメ

ット着用の指導（23日） 

 県内の公立小中学校、県立学校等に対し、学校登山にお

けるヘルメット着用の指導を実施     【防止指導部】 

 合同遭難救助訓練の実施 

（25日～26日） 

朝日岳方面遭対協救助隊員等12人と山岳警備隊員３人が

合同で、三峯グリーンランド及び黒菱山周辺において遭難

救助訓練を実施               【救助部】 

 令和元年度定例総会の開催（28日）  県遭対協が令和元年度富山県遭対協定例総会を、富山県

民会館において開催 

薬師岳方面遭対協総会の開催 

（30日） 

薬師岳方面遭対協が、富山市大山地域市民センターにお

いて総会を開催 

 夏山遭難防止ポスターの作成・配布  夏山遭難防止ポスター(カレンダー)2,000部を作成し、山

岳関係機関・団体等に配布    【防止対策部・救助部】 

６

月 

 入山指導員による、登山指導等の

実施（６月～10月） 

 ４月、５月に引き続き、立山室堂において登山指導、遭

難防止活動、パトロール等を実施     【防止対策部】 

 合同遭難救助訓練の実施（９日） 宇奈月方面遭対協救助隊員９人と山岳警備隊員３人が合

同で、僧ヶ岳において遭難救助訓練を実施   【救助部】 

 集団登山引率者講習会の実施 

（12日～13日、19日～20日） 

 幼稚園・小・中・高・特別支援学校における集団登山が安

全に実施されるよう、引率する教員を対象に、登山研修所、

室堂周辺及び雄山において講習会を開催  【防止指導部】 

春山遭難救助ミニ訓練の実施 

（17日～21日） 

 山岳警備隊員25人が３班に分かれて剱岳および後立山連

峰一帯において遭難救助訓練を実施      【救助部】 

登山届受理システム「コンパス」

の活用に関する協定締結（24日） 

(公社)日本山岳ガイド協会と富山県・県警の間で、登山

届受理システム「コンパス」の活用に関する協定を締結 

 夏山情報の提供（28日）  夏山情報第１号を提供           【救助部】 

 夏山遭難防止チラシを作成・配布  夏山遭難防止チラシ4,500枚を作成し、一般登山者等に配布 

                【防止対策部・救助部】 

７

月 

夏山遭難防止対策の推進 

（７月～８月） 

 夏山期間中、報道機関を通じて遭難防止の広報を実施 

                【防止対策部・救助部】 

 学校登山用ヘルメット貸出の推進

（７月～８月） 

 立山センターに学校登山用ヘルメット約600個を配置し、

貸出を実施               【防止対策部】 

夏山事前パトロールの実施 

（５日～８日） 

 朝日岳方面遭対協救助隊員８人と山岳警備隊２人が合同で

、白馬岳、朝日岳等の夏山事前パトロールを実施 【救助部】 

 全国山岳遭難対策協議会への出席

（６日） 

 東京都において文部科学省、警察庁等が主催する全国山

岳遭難対策協議会に出席し、遭難防止対策等を協議 

                【防止対策部・救助部】 

夏山事前パトロールの実施 

（６日～８日）   

宇奈月方面遭対協救助隊員６人と山岳警備隊員３人が合

同で、唐松線及び白馬線の夏山事前パトロールを実施 

【救助部】 
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７

月 

 夏季における児童、生徒の事故防

止指導の実施（16日） 

 県内の小・中・高校・特別支援学校等に対し「夏季にお

ける児童生徒等の事故防止について」に基づく事故防止指

導を実施                【防止指導部】 

 学校に対する夏山登山事故防止

指導の実施（17日） 

 県内の公立小中学校、県立学校等に対し、山岳遭難対策

中央協議会の「夏山登山の警告」と題するパンフレットを

配布し、指導を実施           【防止指導部】 

 夏山遭難救助訓練の実施 

（17日～25日） 

 山岳警備隊員26人が３班に分かれて雑穀谷および剱岳一

帯において遭難救助訓練を実施        【救助部】 

 夏山情報の提供（26日）  夏山情報第２号を提供           【救助部】 

８

月 

 北アルプス三県合同山岳遭難防

止キャンペーンの実施（10日） 

 立山室堂において三県（長野・富山・岐阜）統一の安全

登山マップを配布し、安全登山を呼び掛け 

          【防止指導部・防止対策部・救助部】 

登山道パトロールの実施 

（24日～25日）   

 宇奈月方面遭対協救助隊員10人と山岳警備隊員１人が合

同で、仙人池線の登山道パトロールを実施   【救助部】 

 秋山情報の提供（30日）  秋山情報を提供              【救助部】 

９

月 

 秋山遭難防止対策及び救助活動

の推進（９月～11月） 

 立山・剱岳方面及び黒部峡谷阿曽原温泉小屋において登

山指導及び救助活動を推進          【救助部】 

 国立登山研修所主催研修会の開

催を周知（４日） 

 県内の公立小中学校、県立学校等に対し、登山研修所主

催研修会を通知し参加を促す        【防止指導部】 

 立山・剱岳方面遭対協総会の開催 

（９日） 

立山・剱岳方面遭対協が上市町役場において総会を開催 

イベントで普及啓発活動の展開

（14・15日） 

モンベルクラブフレンドフェア横浜において、安全登山

普及啓発のためのブースを出展するとともに、ワークショ

ップを開催           【防止対策部･救助部】 

 秋山遭難救助訓練の実施 

（18日～26日） 

山岳警備隊員27人が４班に分かれて剱岳・薬師岳一帯及

び後立山連峰において遭難救助訓練を実施   【救助部】 

10

月 

 合同遭難救助訓練の実施 

（５日～６日） 

 薬師岳方面遭対協救助隊員６人と山岳警備隊員４人が合

同で、赤木沢において遭難救助訓練を実施   【救助部】 

 国立登山研修所主催研修会の開

催を周知（９日） 

 県内の公立小中学校、県立学校等に対し、登山研修所主

催研修会を通知し参加を促す       【防止指導部】 

 山岳遭難救助訓練の実施（31日）  山岳警備隊員28人が雑穀谷において遭難救助訓練を実施 

                      【救助部】 

 

 

 

 

11

月 

 

 

 

 

 富山県立山室堂地区山岳スキー

等安全指導要綱に基づく安全対策

事業の実施（１日～30日） 

 室堂ターミナル内に「入山安全相談窓口」を設置し、入

山指導員を常駐させて入山届受理と入山指導を実施 

 立山駅内に「臨時入山安全相談窓口」を設置し、入山指

導員による入山指導を実施        【防止対策部】 

 冬山遭難防止ポスターの作成・配布  冬山遭難防止ポスター（カレンダー）2,000部を作成し、

山岳関係機関・団体等に配布するとともに、山小屋、駅、

登山口等に掲示         【防止対策部・救助部】 

イベントで普及啓発活動の展開

（２・３日） 

モンベルクラブフレンドフェア大阪において、安全登山

普及啓発のためのブースを出展するとともに、ワークショ

ップを開催           【防止対策部･救助部】 
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11

月 

 

 長野・富山・岐阜三県山岳遭難防

止対策連絡会議の開催（21日） 

 長野県で、長野・富山・岐阜三県山岳遭難防止対策連絡

会議が開催され、遭難防止対策を協議 

 富山県立山室堂地区山岳スキー等

安全指導要綱に基づく安全対策事業

の実施（23日～25日） 

 ４月、５月に続き、富山県立山室堂地区山岳スキー等安

全指導要綱により立山駅内に「臨時入山安全相談窓口」設

置し、入山指導員による入山指導を実施   【防止対策部】 

 合同救助訓練の実施（25日）  砺波広域消防本部捜索救助隊員12人と山岳警備隊員３人

が合同で遭難救助訓練を実施         【救助部】 

 冬山情報の提供（29日）  冬山情報第１号を提供           【救助部】 

 登山指導員の委嘱（29日）  登山指導員を委嘱し、打合せ会議を開催 【防止対策部】 

 合同遭難救助訓練の実施 

（30日～12月１日） 

 朝日岳方面遭対協救助隊員17人と山岳警備隊員４人が合同

で、国立登山研修所において遭難救助訓練を実施 【救助部】 

12

月 

 冬山遭難防止活動の推進 

（12月～２月） 

 各方面遭対協、山岳関係者等と連携して遭難防止活動を

推進              【防止対策部・救助部】 

 登山指導センターの開設（1日）  馬場島に登山指導センターを開設    【防止対策部】 

 冬山遭難救助ミニ訓練の実施 

（５日～９日） 

 山岳警備隊員26人が５班に分かれて国立登山研修所及び

大笠山(南砺市)周辺において遭難救助訓練を実施【救助部】 

 学校に対する冬山登山事故防止

指導の実施（５日） 

 県内の市町村教育委員会、県立学校等に対し、山岳遭難

対策中央協議会の「冬山登山の警告」と題するパンフレッ

トを配布し、指導を実施         【防止指導部】 

 冬季野外活動における児童、生徒

の事故防止指導の実施（６日） 

 県内の小・中・高校・特別支援学校等に対し「冬季野外

活動における児童、生徒の事故防止について」を指導 

                    【防止指導部】 

 

 

 

 

 項   目 内    容 

年

間 

安全登山指導、パトロール及び遭

難救助活動の実施 

 救助部及び防止対策部が各部の活動拠点において、山岳

警備隊員、登山指導員、入山指導員等による安全登山の指

導、パトロール及び遭難救助活動を実施 

 山岳情報の収集と情報発信 ○ 山岳関係者、登山者等から山岳情報を収集し、駅等に

設置の掲示板等で情報を提供 

○ ホームページで山岳情報を提供し、安全登山を啓発 

○ 山小屋等に宿泊の登山者に対し安全登山講話を実施 

○ パトロール中、体力不足・装備不十分な登山者等を対

象に声かけ指導を実施 

 登山届のチェックと安全登山指

導の実施 

 防止対策部及び救助部が、登山届の提出者に対し、必要

に応じて山岳情報の提供と安全登山指導を実施 

 

－ 34 －



 

 

 
 

－ 35 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SAN    TEN 

山   巓     №29 

 

令和２年３月発行 

発行  富山県山岳遭難対策協議会 

富山市新総曲輪１番７号  

富山県警察本部地域部山岳安全課内 

℡ 076-441-2211（内線 3911） 

編集   富山県生活環境文化部自然保護課 

富山県教育委員会保健体育課 

富山県警察本部地域部山岳安全課 




